
　　

① 平成２８年度後期「現任教育」を行いました

本年３月に、１号施設常駐・巡回警備員教育と２号交通誘導警備員教育の

定期教育講習をそれぞれ行いました。

内容は基本教育と業務別教育において、

警備業法・憲法・刑法（正当防衛・緊急避難 他 ）・刑事訴訟法（現行犯逮捕 他）・

警察機関等への連絡方法・現場保存・遺失物法・道路交通法・事故の判例勉強会・

挨拶敬語・応急救護・護身術・避難誘導の方法・

基本応用動作・無線・各種交通規制対応・現場における危険予知訓練等、

また１号警備の内容として、テロ防止に関して・出入管理・鍵の取扱・巡回方法・不審者対応・

総合管理システム・消火器の取扱要領・報告と引き継ぎの重要性等をそれぞれ行いました。

この研修が実際に現場で生かせるようにするにはどうするべきか、

実地教育も含め、指導徹底して参りたいと思います。

② ＜再度のご案内＞検定合格者配置路線に関して

交通誘導警備業務２級検定資格保持者（１級含む）は、

栃木県内での高速３路線・国道９路線にて警備業務を行う場合に１名以上の人員配置義務がございます。

５分や１０分の短い時間でも、かつ駐車場の出入りや歩道部分、

また車両規制等で枝道へ少し中に入った所でも「国道の車両・歩行者に影響の及ぼす範囲」であれば、

配置義務がございまして、これを怠ると業法違反となります。

また隣接の茨城県では、県道でも配置義務ヶ所がございまして、

これから栃木県も同様になる可能性が十分にございます。

また配置義務が無い場合におきましても、依頼がございます時は資格者として

派遣することが可能でございますので、

何かご不明点があれば、お気軽にご相談賜りたく、お願いいたします。

～日々是精進～

弊社の社訓②として「謙虚に接する」とあります。これは日々警備業務を行っていると、慢心になり、

自分の技術が１番優れていると勘違いしてしまいます。またお客様や地域の方にも「自分は権限があるんだ」と

錯覚してしまい、最終的には事故や問題が発生してしまいます。警備員の事故で多いものは、経験の浅い者より、

ベテランの方が事故の確率が高いことが証明されています。ガイアでは自身の謙虚さを大切にすることにより、

相手への信用を高め、警備力を発揮し、事故を未然に防ぐことにつながると信じています。 平成29年3月編集 斎藤


